
 園の応急⼿当てで使⽤する薬
●すりきず…流⽔洗浄を基本に、状態に
 応じて絆創膏やガーゼで保護します。
 絆創膏「ケアリーヴ」シリーズ
●肌の保護…市販薬「ベビーワセリン」
●⾍刺され…流⽔洗浄後、冷やします。
 「ムヒベビー」「ムヒ」の使⽤
 「ムヒアルファ」腫れやすい場合に、
 保護者と相談後使⽤準備あり。
●⾍よけ…⾍刺されしやすい時期には、
 朝はご家庭から⾍よけをつけて登園。
     午後の⼾外遊びの時に使⽤
     する⾍よけ（全学年）
    「天使のスキンベープミスト」

ほけんだよりほけんだより

こんな時は、保護者の方に

ご連絡します

こんな時は、保護者の方に

ご連絡します

園の応急手当て

保育中、下記のような様⼦の時は、保護者の
⽅にご連絡を⼊れています。保育中の連絡先
変更は、連絡アプリでお知らせください。

●３７．５℃を超えて熱があがっている時
●熱はないが、咳や嘔吐で⾷べられない
 ・寝られない・本⼈がつらい様⼦の時
●上記以外で、お⼦さんの様⼦が気になる 
 時、ご家庭での様⼦の確認・相談
●⾸から上のけが（⻭や⽬など）、
 受診が必要なけがの時
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☆⽉曜・⽔曜は⽖チェックデー☆

 新年度の始まりです。
 ⼀⽣の⼟台となる乳幼児期に、健康でたくましい
からだ、しなやかな⼼が育つよう、元気に毎⽇を過
ごすお⼿伝いをしていきます。どうぞよろしくお願
いします。

 感染症の情報は、『れんらくアプリ』のお知らせ
欄で随時発信しています。多摩市保育園看護師会作
成の健康ガイドブックや、休⽇診療検索のリンク、
感染症と診断された時の『登園許可証』『登園届』
の紹介もしています。ぜひご確認ください。

◎３⽉の感染症：インフルエンザB型
        胃腸炎、⾵邪 他

保育中の『応急手当て』『薬の預かり』について保育中の『応急手当て』『薬の預かり』について

薬の使用の考え方

●園の応急⼿当てで使⽤する薬品は、
 必要最⼩限の使⽤です。状態により
 保護者と相談し、受診対応します。
●左記の薬品の使⽤を希望しない⽅は
 担任までお知らせください。

薬を預けたい時
●医師が保育中の内服を指⺬した薬品
 例：溶連菌感染症治療の抗⽣物質
 や、お尻かぶれ・⽪膚保護のための
 塗り薬は、所定の⽤紙で⼿続き後に
 預かり対応が可能です。事前に担任
 ⼜は看護師にご相談ください。
●市販薬はお預かりしていません。


